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特集 第4次茨城県地域福祉活動推進プランを策定し
ました！
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手で地域をつくろ

う

はんどちゃん

真剣な作業（ボランティアグループ「木楽工房」／関連記事P8）

はんどちゃんの紹介
はんどちゃんは、「福祉コミュニティづくり県民
運動」のキャラクターとして茨城県社会福祉協
議会、茨城県内の市町村社会福祉協議会を中心
に活用されています。
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　平成 24 年９月から１年間かけて策定作業を進めてきた
「第４次茨城県地域福祉活動推進プラン」が完成しました。
　私たち茨城県社会福祉協議会は、300 万県民の幸せづく
りに努めるとともに、この茨城の地に滞在する人々（東日
本大震災により避難を余儀なくされている方々など）の幸
せづくりのため、本プランに基づき各種事業を展開してま
いります。
　本プランは県社協ホームページでご覧いただけます。
　http://www.ibaraki-welfare.or.jp/

私たち茨城県社協の願いは３００万県民の「幸せ」です
多くの彩りを輝かせるために県民の皆様とともに歩み続けます

基
本
理
念

だれもが　その人らしく　安心して暮らせる福祉社会の実現
　社会福祉法の理念でもある、誰もが人として尊厳を持って、住み慣れた家庭や地域の中で、その

人らしく自立し、社会参加を行いながら、安心して暮らせる福祉社会の実現をめざしています。

　基本理念を実現するために、今後取り組むべき５つの項目を重点目標（「使命」）としています。また、

重点目標を実施するために８つの推進目標（「約束」）と 23 の推進事項（「挑戦」）によって構成しています。

　なお、具体的な実施項目は本計画に付属する実施計画（別冊）に網羅しています。

第４次茨城県地域福祉活動推進プランを策定しました！
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約束 ２
福祉の大切さに気づいた人を支える・つなげる

　日々の暮らしであまり意識することはありませんが、私たち一人ひとりはみんな地域
の一員です。自分自身が幸せになることが地域の幸せになり、ひいては県全体の幸せに
つながります。県社協は、そのことに気づいた人の思いを実現する後押しをしていきま
す。また、県民一人ひとりがいつまでも生きがいを持ち、健康に暮らし続けられるよう、
高齢者のスポーツや文化活動などを支援します。
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使命１ 約束 １
福祉の大切さを伝える

　人は、一人では生きにくく、人とのつながりや誰かの支えを必要としています。私た
ちは、平成 23 年３月 11 日に起きた未曽有の大災害で、住民同士のつながりや支え合い
の大切さを改めて知らされました。無意識のうちに人と人とが支え合い、「しあわせ」
を感じられる社会…それを多くの人が望んでいます。県社協は「はんどちゃんネットワー
ク運動」などを通じて、そのような支え合いの仕組みを社会に広めています。県社協は、
受け手がわかりやすい情報の提供や学校、家庭及び地域が一体となって思いやりの心を
育てる取り組みなどを通じてこれまで以上に福祉の大切さを伝えていきます。

挑戦
１

挑戦
２

挑戦
３
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約束 ５
福祉を支える人を増やし・資質を高める

　少子高齢化が進む中、社会では福祉サービスに対する期待が高まっている一方、社会
福祉施設・事業所では慢性的な人材不足が深刻化しています。　県社協は、社会福祉施
設・事業所が安定した、質の高いサービスを提供できるよう、福祉人材の確保と定着に
取り組みます。さらに、福祉の専門職としてのスキルを一層高め、多様化するニーズに
対応できるよう福祉人材の育成に取り組みます。

約束 ３
その人らしさを引き出し・守る

　県民一人ひとりが安心して豊かに暮らすためには、個人の尊厳や権利が守られること
が必要です。県社協は、暮らしの中で課題や不安を抱える人たちに対して、耳を傾け、
時には寄り添い、手を差し伸べながらその人らしさを第一に考え、自立を側面から支え
ます。また、福祉サービスを利用する人たちが、サービスを適切に利用できるよう援助
し、県民一人ひとりの暮らしの安心を支えます。　

約束 ４
生活困窮者への自立支援

　県民が安心して社会生活を送るためには、心身の健康はもちろんのことですが、経済
的に安定していることが大切です。県社協は、経済的理由により暮らしに不安や困難を
抱えている人に対して、自立した生活に少しでも近づけるよう、地域と連携した対応を
図ります。また、公的制度のみならず、生活困窮者に対する様々な取り組みを結びつけ
て対応することも、県社協だからこそできる役割の一つとして実践します。

約束 ６
関係機関・団体等と支え合い共に歩む

　県社協は、市町村域を超えた広域で展開される事業について、様々な関係機関や団体
などと連携し、協働することが求められています。国や県の動向を的確に把握し、関係
機関・団体などに伝えていくことは、県社協ならではの役割でもあります。県社協は、県、
市町村社協、社会福祉団体、社会福祉施設、事業所などと有機的に連携しながら、県域
における質の高い福祉をめざします。　

約束 ７
ニーズに気づき・こたえる

　私たちの暮らしにおいては、常に新たな問題・課題が発生しています。県社協は、常
に社会の変化を敏感に捉え、その問題・課題の中にあるニーズの把握に努めます。それ
らのニーズについて、十分な検討を通じ、県社協としての対応策を講じます。

約束 ８
歩み続ける県社協

　福祉を取り巻く環境は、常に社会の変化と隣り合わせにあります。変化する福祉情勢
に対応するためには、それに対応できる組織体制でなければなりません。また、そのた
めには、それを支える人（職員）や十分な財源が必要です。県社協は、変化する社会情
勢に対応できる人を育てます。また、歩み続けられるしなやかな組織づくりと、十分な
事業展開を行うための財源の確保に努めます。
　さらに、東日本大震災を教訓として、災害時における支援体制づくりにも取り組みます。
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第63回茨城県社会福祉大会
　茨城県・茨城県社会福祉協議会・茨城県共同募金会の共催により、10 月
31 日（木）茨城県立県民文化センター大ホールにおいて、「第 63 回茨城県
社会福祉大会」を開催いたしました。　　
　当日は、２本のロープを使って跳ぶ縄跳び「ダブルダッチ」の世界大会
で優勝したチーム「ＤＩＡＮＡ」と「☆皆跳☆」の演技で幕を開け、その後、
先天性四肢欠損症で生まれ、現在はメディアや講演などで活躍している佐

野有美氏により、「あきらめない心」の講演をいただきました。
　また、大会の式典では、1,332 個人・団体の皆様方が、茨城県知事表彰、茨城県社会
福祉協議会会長表彰・感謝、茨城県共同募金会会長表彰
を受賞されました。
　最後に、茨城県立太田第一高等学校ＪＲＣ部の生徒に
より「大会宣言」が提案され、満場一致で採決されました。
　受賞者の皆様のご功績とご苦労をたたえますととも
に、ますますのご発展を祈念いたします。

「子どもを守ろう！オレンジリボンたすきリレー2013」が実施されました
　茨城県児童福祉施設協議会では、11 月の「児童虐待防止月間」に合わせ、児童虐待防止啓発活動として、
11 月 15 日（金）に県内では初の「子どもを守ろう！オレンジリボンたすきリレー 2013」を実施しました。
　当日は、県北と県南コースに分かれて、県内の児童福祉施設、県・市町村機関からランナー及びスタッ
フ約 150 名が参加しました。ゴールの県庁
では、橋本知事と茨城県児童福祉施設協議
会の上方会長をはじめ、多くの関係者がラ
ンナーを迎えました。
　上方会長は「当初の予定よりも多くの方
にご協力、応援をいただいて実施すること
ができ、大きな充実感があります。今後も
続けていきたいです。」と活動の継続につ
いてお話しくださいました。

佐野さんの講演に多
くの人が感動しました 式典の様子

入口でははんどちゃんがお出迎え

茨城県知事へ社会福祉に関する要望書を提出
　９月 30 日（月）、県社協を含む県内福祉団体で構成される茨城県社会福祉予算対策委員会は、県庁で「平
成 26 年度社会福祉に関する要望書提出式」を行いました。

　要望書では、「福祉・介護人材確保について」を重点要望に掲げて
います。現在、福祉・介護人材については、求職者が圧倒的に少ない
状況です。深刻化する人材不足解消のため、行政と福祉団体が一体と
なって取り組みを強化できるようご協力をお願いしました。
　今回、県社協は、人材確保関係事業をはじめとする４事業の事業継続や
充実について要望しています。
　提出後は知事と委員で意見交換を行い、橋本知事からは、関係団体の
皆さんと力を合わせて課題の解決に取り組みたい」とのお話がありました。上方委員長が橋本知事に要望書を提出しました

雨の中たすきをつないだリレー参加者たち
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わかち合おう小さな善意 〈平成25年８月～平成25年10月善意金等の預託と払い出し状況〉（敬称略）

　　　～使用済み切手の集め方～
切手の周囲約１cmをはさみで切り取っ
てください。
枠が残っていた方が切手の価値が損なわ
れません。ご協力お願いいたします。

新設福祉施設の紹介
（平成 25 年８月１日～平成 25 年 10 月 31 日までの開設）

特別養護老人ホーム　
施設名 設置主体名 定員 郵便番号 所在地 電話番号

特別養護老
人ホーム　
あいおんの
丘大子

社会福祉法
人　陽康会 70名 319-3542

久 慈 郡 大
子町大字初
原字前ノ沢
294番地

0295-78-5023

平成 25年度茨城県介護支援専門員
実務研修受講試験の結果

　今年度の受験者は 3,088 名で、そのうち合格者は 419 名、
合格率は 13.6％％という結果になりました。

職　種 合格者延べ人数（人） 構成比率（％）
介護福祉士
社会福祉士
看護師

相談援助従事者
理学療法士

他

294
39
25
25
13
58

64.8
8.6
5.5
5.5
2.9
12.7

　県社協では、合格者を対象に「介護支援専門員実務研修」
（７日間、44 時間以上）を平成 26 年１月～３月にかけて
実施します。実務研修の全課程を修了することにより介護
支援専門員として登録ができ、介護支援専門員証が交付さ
れ、実際に実務に従事することができます。

　「もったいない」を
 「ありがとう」に…　
～ＮＰＯ法人フードバンク茨城の取り組み～

　フードバンク活動とは、品質上は問題なく安心して
食べられるにもかかわらず、規格外、包装ミスなどの
理由で廃棄されてしまう食品（食品ロス）を、メーカー
や食品取扱会社、農業関係者から提供を受け、児童福
祉施設などの福祉施設、ホームレスなどの支援団体等、
必要としているところに無償でおくる取り組みです。
もちろん、賞味期限切れなど品質に問題のある食品は
提供の対象となりません。
　県内では、ＮＰＯ法人フードバンク茨城を中心にそ
の取り組みが広がってきています。
　家庭や企業の余っている賞味期限内の食品を、フー
ドバンク茨城を通じて必要とする方に提供することも
可能です。
　是非、皆さんもフードバンク活動に参加してみませ
んか。

【問い合わせ先】
　ＮＰＯ法人フードバンク茨城
　〒 300－1221　牛久市牛久町 1024 － 1
　　　　　　　　パルシステム茨城うしくセンター内
　TEL/FAX　029-874-3001
　E-mail　fb.ibaraki@gmail.com

交通遺児福祉基金
預託者名 金額（円）

茨城県自動車整備業界親睦ゴルフ大会 110,000
合計 110,000

善意金
預託者名 金額（円）

茨城県女性団体連盟 50,000
丸大食品株式会社 10,211
ＮＰＯ法人モバイル・コミュニケ―ション・ファンド 500,000
匿名 1,000,000

合計 1,560,211

使用済み切手・使用済みテレホンカード等
預託者名 預託者名

茨城県メディカルセンター 株式会社　三共建設
茨城町ボランティアの会 茨城県教育研修センター
茨城倉庫株式会社 一般財団法人　茨城県社会保険協会
常陽ボランティア倶楽部 茨城県保健福祉部　福祉指導課
株式会社　常南部品商会 きらら館　岡部　雄一
筑波銀行従業員組合 匿名
トヨタ部品茨城共販株式会社 水戸緑岡郵便局
髙栁　美幸、髙栁　真美、眞子　勉 パナソニックコンシューマーマーケティング株式会社つくばＳＣ
茨城県水産試験場　管理普及部 内原和敬寮
茨城県保健福祉部　長寿福祉課 阿久津正晴法律事務所
社会福祉協議会（取手市、北茨城市、筑西市、かすみがうら市、城里町、鹿嶋市、つくば市、潮来市、龍ケ崎市、阿見町、鉾田市、古河市、土浦市、
神栖市、水戸市、日立市）

（10月 13日〔日〕実施）

＜職種別合格者数構成比率＞

善意品
預託者名 善意品 払出先名

三和保育園 児童用下着　29組 児童福祉施設、里親
早川ぶどう園　早川　光明 ぶどう狩り招待　46名 社会福祉施設
日産労連　茨城地方協議会 チャリティきゃらばん招待　約343名 社会福祉施設
いばらきコープ生活協同組合 紙おむつ　137袋 社会福祉施設
富士ゼロックス茨城株式会社 栄養調整食品　1160個 防災訓練参加者
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公開講座

アンガーマネジメントについて
学びませんか？

　「アンガーマネジメント」とは、1970 年代にアメリ
カで始まった心理教育です。
　「怒り」という感情のコントロールを通して、自身
を省みる手法を学びます。「アンガーマネジメント」
を身につけることによって、気持ちが楽になる、人間
関係が円滑となる、働きやすくなる、といった効果が
期待できます。
　相談・支援を行う職員、または、クレームを受ける
立場だけでなく、部下を持つ管理職の方にも大変役に
立つ講座となっております。
　福祉関係にお勤めの方に限らず、一般の方の参加も
お待ちしています！
テーマ：「アンガーマネジメント」（仮題）
講　師：日本アンガーマネジメント協会
　　　　岡田　有加氏
日　時：平成26年１月17日（金）13：00～16：00
会　場：茨城県総合福祉会館４階　大研修室
対象者：福祉従事者、その他希望者
定　員：100 名
受講料：5,000 円
【問い合わせ先】
　茨城県社会福祉協議会　福祉人材・研修部
　TEL　029-244-3755

福祉サービス苦情解決研修会の開催について
平成25年度

　茨城県運営適正化委員会では、事業所の福祉サービ
ス苦情解決責任者等を対象に利用者等からの苦情に適
切に対応するため、講師の方をお招きし苦情の現状や
解決方法についての研修会を開催しています。今年度
は、下記の日程で開催予定です。
日　時：平成 26 年３月７日（金）
会　場：ひたちなか市文化会館大ホール
　２月10日頃に、茨城県社会福祉協議会のホームページ
（http://www.ibaraki-welfare.or.jp/）で講演内容と参加
申し込み方法を掲載いたしますのでご確認ください。

茨城県広報紙「ひばり」を映像と音声でお届けしています
　茨城県広報紙「ひばり」（毎月１日発行）を県のイ
ンターネットテレビ「いばキラＴＶ」で配信していま
す。紙面の画像を見ながら、内容を音声で知ることが
できます。

　パソコンやスマートフォンなどインターネットにつ
ながる端末からご覧になることができます。
（１）インターネットで いばキラ と検索 
（２） いばキラＴＶのトップページから「オンデマン

ド番組」を選ぶ。

いばキラＴＶでの「ひばり」の視聴方法

オンデマンド番組

（３）チャンネルから
　　「茨城県広報紙　ひばり」を選ぶ。

【問い合わせ先】
茨城県広報広聴課　TEL 029-301-2128

茨城県はんどちゃん人づくり研修等事業「施設職員等研修ガイド」
（平成26年1月～3月開催予定分）

※ 日程につきましては、あくまで予定です。講師との
調整などにより、開催日が変更になる場合がござい
ますので、予めご了知願います。
※ なお、県社協ホームページ「研修・会議のご案内」
からも研修案内が閲覧できます。
　http://www.ibaraki-welfare.or.jp/
【問い合わせ先】
　茨城県社会福祉協議会　福祉人材・研修部
　TEL　029-244-3755

1月
17 日 公開講座（アンガーマネジメントセミナー）
29 日 保育士特別研修

2月
6 ～ 7 日 業務改善手法入門研修
13 ～ 14 日 リスクマネジメント研修Bコース
18 日 保育所保育士研修
19 ～ 20 日 ファシリテーション研修

25 日 社会福祉法人管理代表者研修・介護職
員研修

3月
７日 社会福祉施設等看護師研修
中旬 社会福祉施設等給食担当者研修
12 日 社会福祉施設等指導職員研修
13 ～ 14 日 OJT研修
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パワーリフティングに出会って
阿見町社会福祉協議会　酒井　二三彦

　子どもの時から仮面ライダーに憧れ、「いつか自分も
変身し、強い男になりたい。」と願っていたものだった。
高校２年の時、部活動をある理由で辞め、時間の空い
ていた私は同級生の友人の誘いでパワーリフティング
というスポーツに出会った。まさか、自分自身がバー
ベルを持つとは・・・。
　ここで、パワーリフティングとは一体どんなスポー
ツなのか。ウエイトリフティングがバーベルを頭上に
差し上げる種目で重量を競うのに対して、パワーリフ
ティングは、ウエイトリフティングの種目の中で、基
本的で高重量を扱える種目であるスクワット（立つ）、
ベンチプレス（押す）、デッドリフト（引く）の３種目
の最大挙上重量の総計を競うスポーツである。すなわ
ち、人間の持つ基本的な力の競争である。
　競技を始めた頃の私は、ベンチプレスで 25kg を挙げ
るのが精一杯だったが、10 年以上経ってからは三桁の
数字まで挙げられるようになった。特に 20 代の頃は週
４日専門ジムに通っていた。ある時はハードなトレー
ニングで車のハンドルが握れないほど、筋肉をいじめ
たこともあった。競技生活では全日本には出場するこ

とは出来なかったが関東大会まで行くことが出来た。
これも当時の仲間とパワーリフティングの諸先輩、さ
らにはいつも温かく見守ってくれた家族の協力なしで
は出来なかったことだろう。本当に感謝している。
　また、私は亡き恩師の後を引き継ぎ、茨城県パワー
リフティング協会の役員として日々パワーリフティン
グ競技普及および選手育成のため、努めている。当協
会もお陰様で昨年公益財団法人茨城県体育協会に正式
加盟し、平成 31 年開催される茨城県国体では公開競技
として参加することとなった。競技としても近年、健
康への関心の高まりから生涯スポーツとして注目され
ている。この競技に出会ってから 30 年、愛すればこそ
国体の成功を祈るばかりである。

社 協職員リレートーク

パワーリフティング競技の最初の種目、スクワット
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携帯電話で読み取るだ
けで簡単に「茨城県社協
HP」にアクセスできます。環境に配慮して再生紙と大豆油インキを使用しています。8

　「木工」を「気
楽」に楽しむた
めに―――。今
回は、そんな願
いを込め名付け
られたつくばみ
らい市の木工・
補修・補強ボランティアグループ「木
楽工房」へお邪魔してきました。第
２第４月曜の月２回活動されている
という現場に伺ってまず驚かされた
のは、その明るく和気あいあいとし
た楽しげなムード。18人のメンバー
中、２人の女性が華を添えると言っ
たメンバー構成もさることながら
「作業は楽しんで行うもの」という
明確な目的が、冗談や明るい掛け声を飛び交わせ、作業
現場を陽気な空気に変えている、そんな和やかな雰囲気
に包まれていました。
　平成 22 年 10 月より発足したという活動は当初、木工
教室という相互親睦を深める位置づけでしかなかったそ

うです。その後、活
動拠点となっていた
つくばみらい市のき
らくやまふれあいの
丘の数少ない木製ベ
ンチの腐食が進み、
満足に利用出来ない
有様に一念発起。そ
の修繕活動からス
タートし、今ではき
らくやまふれあいの
丘に存在する木製ベ
ンチのほとんどが木
楽工房による修理や
制作したもので占め

ています。そんな仕事ぶりが周囲に理解されるようにな
り、今では個人宅に車椅子移動用木製スロープ設置など、
ボランティアでの 75歳以上の独居老人宅や介護認定者宅
の住宅の不具合箇所の補修や補強活動も活発化していく
ようになったのだそうです。
　「人の為に何かをしたい。実はそんなこと考えてもい
ませんでした（笑）。仕事をリタイアした後、興味のあ
る木工を気軽に始めたい。最初はそんな思い付きで始め
ただけなんですよ」と語るのは会長の田中芳雄さん。「定
年になるとどうしても家にこもりがち。積極的に外に出
て、好きなことを共に行う仲間意識や連帯感に生きがい
を感じますね。しかも好きで始めた木工作業が多くの方
に喜んでもらえる。こんな幸せなことないですよね」と
屈託なく笑って話すのは公務員だった副会長の長塚さん
とメーカー勤務だった庶務担当の中谷さんのお二人。そ
のような経緯を
辿り、木工好き
の親睦団体だっ
た木楽工房は、
現在では地域に
欠かすことの
出来ないボラン
ティアサーク
ルとして確固たる存在となっているようです。
　今後の展開について田中会長は「幸いにも良い仲間に
巡り合い機会にも恵まれ、こうして活動も軌道に乗りつ
つあるのですが、やはり身の丈に合った活動が大事。今
後の人生を見据え、常に自己啓発ということを忘れない

ようにしたい」と
語ってくれました。
　気楽に楽しむ心
意気を大切に、木
楽工房はこれから
も、活動を続けら
れて行くことで
しょう。

はんどちゃんネットワーク運動　地域福祉活動レポート つくばみらい市
平成25年10月28日取材

木工・補修・補強ボランティアグループ「木楽工房」

きらく山公園内に製作した丸太ベンチ前に
メンバーが勢揃い！

左から長塚副会長、田中会長、中谷庶務担当

作品に焼印が刻印されます古タイヤを用いたタイヤベンチ

個人宅に車椅子移動用木製スロープ工事

女性メンバーも作業に
従事




